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利根川流域
１６８４０ｋｍ２

３２２ｋｍ

信濃川流域

１１９００ｋｍ２

３６７ｋｍ

利根川は複雑にして難解な川である。

・流域の異なる２大水系の結合
・天明３年(１７８３)浅間山大噴火
・足尾鉱毒事件
・首都圏の水瓶

浅間山
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博士論文原著
1973（昭和48）年12月

東大出版会
1981（昭和56）年2月



利根川における大洪水

1742（寛保2）年8月（新暦9月）：中条堤破堤、江戸市中氾濫
1786（天明6）年7月（新暦8月）：中条堤破堤、権現堂堤破堤、江戸市中氾濫
1846（弘化３）年6月（新暦8月）:権現堂堤破堤,江戸市中氾濫
1910（明治43）年8月：中条堤破堤、東京府下氾濫
1947（昭和22）年9月：栗橋破堤、東京都下氾濫

約200年に5回、40年から50年に1回という頻度か？

1910（明治43）年8月洪水の特徴
台風：8月6日～11日八丈島→房総沖・・・・八斗島11日午前1時半ころピーク

8月12日～14日沼津→鹿島灘 （富永正義推定・11000～13900ｍ3/s）

奥利根川流域（1797km2）・・降雨量小（水害記録なし、100mm程度か？）
吾妻川流域（1355km2） ・・・昭和22年洪水を上回る出水
烏川流域（1809km2） ・・・・・昭和22年を上回る洪水

1947（昭和22）年9月洪水の特徴
台風：9月13日～15日八丈島西→房総沖・・・・八斗島15日20時ころピーク

（富永正義推定・15000ｍ3/s）

奥利根川流域（1797km2）・・降雨量大なるも、ピーク出現時刻が八斗島ピークより遅れている。
吾妻川流域（1355km2） ・・・上流域降雨量小
烏川流域（1809km2） ・・・・・明治43年を下回る洪水



出典：藤井肇男「土木人物事典」
（アテネ書房、、207頁、2004年12月）

1917（大正6）年 東京帝国大学土木工学科卒
内務省に入り、利根川第三期改修
工事に従事する。

1924 （大正13）年 利根川改修事務所長
1929 （昭和4）年 土木局に入り、全国の河川

改修事業の監督にあたる。
昭和10年洪水、13年洪水を受けて、利根川
増補計画の立案責任者となる。

1942 （昭和17）年 名古屋土木出張所長
1945 （昭和20）年 内務省退官

著書：「河川」（岩波書店、昭和17年11月）
「利根川治水計画（前、後編）」

（私家本、1937年、1944年、東大の博士論文）

論文：「利根川における重要課題（上）、（中）、
（下）」

『河川』、昭和41年4月、6月、7月号
〔この（下）34～35頁に、八斗島の最大流量は15000ｍ3/s
と記されている。〕

１８９３・１～１９７６・１２



6⑤昭和34年9月台風経路
（伊勢湾台風）

④昭和22年9月台風経路
（カスリン台風）

明治43年8月台風経路
12日～14日
6日～11日

昭和10年9月台風経路
24日～25日

２５日～26日小笠原→銚子沖の台風あり

③昭和24年8－9月台風経路
（キティ台風）

①昭和33年9月台風経路

②昭和41年6月台風経路
（大熊が引いた線で正確でない）

利根川に大きな洪水を発生させた台風経路



吾妻渓谷はもともと極端に狭く、
洪水が流れ難く、天然のダムが
あるといえる。

ここに人工的にダムを造ってどの
程度調節効果を増やすことがで
きるのか？

明治43年洪水（細線）と昭和22年洪水（太線）の雨量分布

台風は左巻きで、雨雲は南東から吹付けてくるので、
赤城山、榛名山、浅間山の南面に大雨が降り、奥利根
流域と吾妻川上流域には大して雨が降らない。

利根川上流ダム群の治水効果が乏しい理由

出典：「昭和二十二年九月洪水報告」内務省関東土木出張所、昭和２２年

（撮影：大熊孝）
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利根川・八斗島地点の年最大流量の推移

終戦直後の森林荒廃の時代

〔注〕富永正義文献、国土交通省の資料などから作成

カスリーン台風による洪水ピークは利根川改修改訂計画時に
17000ｍ3/sと改定されたが、昭和55年22000ｍ3/sとされた。



（３）ダムがない場
合の洪水流量

（４）既設６ダムが
ある場合の
洪水流量

（５）既設６ダム＋
八ッ場ダムがある
場合の洪水流量

（６）既設６ダム
の効果

（（3）-（４））

（７）八ッ場ダ
ムの効果

（（４）-（５））

（８）実績ピーク
流量

（９）流量の引
伸ばし率

（（3）÷（８））

（10）実績3日
雨量

（11）雨量の引
伸ばし率

（319÷（10））

単位　ｍ3/秒 単位　ｍ3/秒 単位　ｍ3/秒 単位　ｍ3/秒 単位　ｍ3/秒 単位　ｍ3/秒 ｍｍ

○ 1937 7月14日 14,904 14,206 14,121 698 85 4,950 3.0 184 1.7

1938 8月30日 25,154 25,133 25,133 21 0 6,720 3.7 111 2.9

1940 8月24日 27,669 26,007 25,166 1662 841 6,170 4.5 110 2.9

1941 7月10日 12,185 10,999 10,346 1186 653 102 3.1

1941 7月20日 24,263 23,642 22,568 621 1074 8,990 2.7 153 2.1

1943 10月1日 24,607 23,158 23,117 1449 41 4,250 5.8 122 2.6

1944 10月5日 19,820 19,070 18,187 750 883 137 2.3

○ 1945 10月3日 12,828 11,633 10,787 1195 846 170 1.9

1946 7月30日 10,405 10,257 9,221 148 1036 112 2.8

○ 1947 9月13日 22,170 20,421 20,421 1749 0 17,000 1.3 318 1.0

○ 1948 9月14日 17,524 16,503 16,388 1021 115 204 1.6

○ 1949 8月29日 22,961 22,766 22,542 195 224 10,500 2.2 204 1.6

1949 9月21日 19,418 18,826 18,822 592 4 111 2.9

○ 1950 7月27日 10,674 10,032 9,850 642 182 2,520 4.2 170 1.9

1950 8月2日 21,222 19,785 19,137 1437 648 8,640 2.5 151 2.1

1953 9月23日 15,086 12,831 11,480 2255 1351 3,800 4.0 114 2.8

○ 1958 9月16日 24,341 21,623 21,459 2718 164 8,730 2.8 168 1.9

1958 9月24日 20,257 19,509 18,560 748 949 5,860 3.5 149 2.1

○ 1959 8月12日 16,607 15,665 14,178 942 1487 8,280 2.0 214 1.5

○ 1959 9月24日 18,885 17,491 16,122 1394 1369 5,690 3.3 169 1.9

○ 1961 6月26日 8,718 8,212 7,677 506 535 2,950 3.0 175 1.8

1964 7月7日 11,586 11,507 11,033 79 474 1,040 11.1 114 2.8

1965 5月26日 15,763 14,412 13,305 1351 1107 2,130 7.4 116 2.8

1965 9月15日 19,224 18,520 18,148 704 372 4,510 4.3 116 2.8

○ 1966 6月26日 23,735 22,162 22,161 1573 1 6,040 3.9 162 2.0

1966 9月22日 26,531 23,767 23,574 2764 193 6,040 4.4 130 2.5

1968 7月27日 6,088 6,087 5,343 1 744 113 2.8

1971 8月29日 15,302 13,995 13,094 1307 901 2,560 6.0 147 2.2

1971 9月5日 9,446 8,415 7,545 1031 870 1,260 7.5 123 2.6

○ 1972 9月14日 16,840 15,852 14,813 988 1039 5,370 3.1 168 1.9

1974 8月13日 22,890 22,890 21,986 0 904 5,550 4.1 119 2.7

17,971 16,948 16,332 1,023 616 5,815 4.2 150 2.3

図表１３　　３１洪水についての八斗島地点洪水ピーク流量の計算結果　（200年確率の3日雨量　319mmへの引伸ばし計算）（国土交通省の資料より作成）

（２）洪水の発生年月日

（１）雨量の
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利根川の基本高水計算結果：31洪水パターンとダム群の効果

（出典：国土交通省資料から）
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利根川の基本高水計算における
引き伸ばし率2.0以下の12洪水ピーク流量と
ダム群の調節流量
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6ダム＋八ッ場ダム

八ッ場ダム調節流量

採用値：カバー率75％

22,170ｍ3 /s

6ダム＋ 八ッ場ダム
ピーク流量 八ッ場ダム 調節流量

八斗島16500ｍ3/ｓ以上

①
②
③
④
⑤

24341 2882 164
23735 1574 1
22961 419 224
22170 1749 0
18885 2763 1369
17524 1136 115
16840 2027 1039
16607 2429 1487
14904 783 85
12828 2041 846
10674 824 182
8718 1041 535（出典：国土交通省資料から）
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昭和２４年
利根川改修改訂計画
流量配分図（ m３／s ）

利根下流：江戸川
の流量比率

1.64：１

昭和22年9月16日００：２０
カスリン台風洪水による
利根川東村堤防破堤氾濫

八斗島地点
・最大流量 １７，０００ｍ3 /s
・河道の計画高水流量

１４，０００ｍ3 /s
・上流ダム群で

３，０００ｍ3 /s分をカット
（出典：国交省関東地方整備局ＨＰから）
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沼田ダム（岩本ダム）は淀川
における琵琶湖として期待さ
れていた。
（昭和４７年、沼田ダム中止発表）

昭和44年ごろ構想
されていたダム群

合計洪水調節容量
５億８１８４万ｍ３

八斗島上流
流域面積

5114ｋｍ２

出典：「利根川上流域洪水調節計画に関する検討」建設省関東地方建設局、昭和44年、28頁
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昭和45年ごろ計算されたカスリーン台風による基本高水

（出典：利根川ダム統合管理事務所『利根川上流域における昭和22年
9月洪水（カスリーン台風）の実態と解析』、昭和45年4月、100頁）

流出解析の係数を決めた洪水の実態と計算値の比較

八斗島上流域で約2億ｍ3の
氾濫がなければならない？

昭和４４年頃の流域２１分割
と河道の模式図

（出典：右上、同８４頁）
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昭和２２年９月洪水氾濫推定図

溢れるはずのないと
ころが溢れている？

出典：利根川ダム統合管理事務所「利根川上流域における昭和２２年９月洪水（カスリーン台風）の実態と解析（昭和４５年４月）
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平成１８年改訂
の利根川治水計画

八斗島地点基本高水
・ピーク流量 ２２，０００ｍ3 /s
・河道の計画高水流量

１６，５００ｍ3 /s
・上流ダム群で

５，５００ｍ3 /s分をカット

利根下流：江戸川
の流量比率

1.5：１
（江戸川への分派率４０％）

＊日本で最も複雑な治水計画。
＊利根川放水路、計画後７０年間放置。
＊上流に計画されたダム群の未達成。
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ピーク　22,170

ピーク 16,850

計算流量

実績流量

〔注〕実績流量は、建設省が利根川・上福島、烏川・岩鼻、神流川・若
泉の流量を合成した流量である。ただし、△は上福島と岩鼻の流量か
ら推定した。

10,000ｍ3／秒以上における計算流量と
実績流量の差の累積値は
10,990万ｍ3である。

計算と実績の差の約１億ｍ３が氾濫する場所はない。
（氾濫水深１ｍとして１万ｈａの氾濫面積が必要？）

現在のカスリーン台風による基本高水２２０００ｍ3 /sと
１７０００ｍ3 /sの差はどこに？

（✴計算流量は国土交通省提供）

✴
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・

美しい水辺に
NPO新潟水辺の会

・

美しい水辺に
NPO新潟水辺の会

Thank you for listening and watching

ご意見・質問がある方は下記にメールをいただければ幸いです。

bigbear1@ymail.plala.or.jp


